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良

春

日

奈
良
春
日
産
の
只
轍
を
世
に
紹
介
し
た
最
初
の
人
は

英
開
陸
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々
醤

ハ
ン
ガ
ー
フ
ォ
ー
ド
(
a.H
u
n
g
erford
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氏
で
あ
る
｡
氏
は
1
八
八
一
年
日
本
観
光
の
途
長
植
'

納
戸
､
霜
都
'
奈
良
､
箱
根
'
藤
樺
'
日
光
等
で
多
数

の
陸
月
を
採
集
し
て
之
が
調
査
を
暫
時
香
港
駐
割
猫
逸

副
領
事
で
'
陸
産
只
瓶
の
研
究
家
メ
レ
ン
ド
ル
フ
博
士

(0
･
F
,
Y
o
n
M
atten
d
orff)
は
託
し

た
も
の

で
あ
る
.

そ
し
て
其

の

内
の
キ
セ
ル
ガ
ヒ
粗
に
閥
す
る
報
告
は

一

八
八
二
年
の
rrL
ン
ゴ
ー
ル
茄
細
亜
撃
骨
の
難
詰
第
五
十

一
巻
に
載
せ
ら
れ
て
屠
る
｡
該
報
骨
事
は
奈
良
磨
の
み

在
ら
ず
'

前
記
各
地
で

ハ
ン
ガ
ー
フ
ォ
ー
ド
氏
が
採
集

し
た
キ
セ
ル
ガ
ヒ
が

一
基
の
固
版
を
添
え
て
記
載
せ
ら

れ
て
屠
る
P

其
の
際
奈
良
か
ら
は
日
本
産
と
し
て
既
に

知
ら
れ
て
居
た
四
種
の
外
に
珍
ら
し
い
1
新
雅
が
伽

へ

ら
れ
た
○奈

良
群
日
川
の
月
赦

の

貝

類黒

田

徳

米

筆
者
は
二
十
飴
年
の
菅
平
湘
輿

一
郎
先
生
の
下
は
居

た
と
き
藤
の
載
咲
き
乱
れ
る
晩
春
､
同
僚
の
帝
年
と
と

も
に
探
勝
の
序
此
の
珍
ら
し

い
キ
セ
〝
ガ
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の
再
発
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を
企
て
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が
あ
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た
｡
常
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の
奈
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の
醐
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に
し
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て
､
多
分

ハ
氏
の
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四
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ら
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醐

前
公
園
内

で
比
較
的
容
易
に
採
基
す
る

と
が
拍
凍
た
､
唯
だ
吾

人
の
主
目
的
で
あ
っ
た

一
珍
種
キ
セ
ル
ガ
ヒ
の
み
は
両

人
の
努
力
も
酬
い
ら
る
･̂
rJ
と
な
-
時
が
遷
る
の
み
は

束
の
焦
る
の
む
威
じ
ね
'-
然
る
に
偶
然
仝
-
偶
然

一
憩

の
目
的
で
雲
敦
に
饗
え
る
大
樹
の
常
々
と
育
蒸
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膏
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懇
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狭
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蜜
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概
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節
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ず
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瀧
か
ら
春
日
山
の
南
東
麓
大
杉
方
面

に
は
誠
に
寡
な

い
こ
と
を
賓
見
し
た
｡
該
山
は
所
謂
千

古
穿
鉄
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蛸
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懲
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節
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受
け
る
79
の
か
79
知
れ
を
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流
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入
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居
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や
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で
あ
る
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潟
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榔
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茂
仲
秋

で
耐
三
m
探
残
し
た

こ
と
が
あ
る
外
は
他
に
末
だ
毅
且
さ
れ

な

い
｡

朔

似

柵
ナ
,､､
コ
キ
セ
ル
は
地
上
や
粉
砕

の
寧

ろ
低

い
桝
に
健
床
す
る

の
に
反
し
不
和
は

1
-
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
粗
砕
に
限
っ
て
､
輔
茶

の

間
に
棲
息
す
る
の
を
偵
別
と
す
る

a
rb
o
r
e
a
t
の
一
柿
で
あ
る
､
色
彩

の
外
に
叫税
目
内
に
上
板

(su
p
e
r
io
r
l
am
eu
a
)
と
云
ふ
樹
脂
枚
が
映

除
し
て
肘
る
こ
と
が
著
し
い
仲
徴

で
あ
る
｡

l
O

t

P
h
a
e
d
u
s
a

(
E
u
p
h
a
e
d
u
s
a
)
t
a
n

(
B
G
tt
g
e
r
)
サ
t,]
コ
卑
セ
ル

(節
E
I.
五
固
)

北
は
任
地
､
取
は
箱
崎
市
か
ら
西
は
九
州
盟
前

に
亘
る
購
い
隅
域
に

極
め
て
健
蹄
す
る

一
種
で
あ
る
'
丑
に
は
斬
江
省
か
ら
も
軸
骨
せ
ら
れ

た

こ
と
が
あ
る
｡

二

I
t

O
p
e
且

s

c
l
a
v
u
i
in
u
m

貯
y
o
t
o
e
m
s
e

P
ilsb
r
y
&

H
iras
e
.

学

力
手
ヤ
ウ

ジ
ガ

ヒ

北
は
北
氾
泊
か
ら
柄
は
苔
非
砧

ま
で
姶
ん

ど
全
納
的

に
分
布
す

る
骨

組
綿
で
あ
る
'
白
色
牛
泣
桝
で
班
色

の
劫
物
牌
を
和
す
る

]
柿
で
あ
る

梯
柚
に
件
は
れ
て
雌
米
し
今
は

.J
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
土
詩
碑
と
な

り
か
け
て
居
る
こ
と
は
詳
し
い
こ
と
で
あ
る
｡

l
二

T

C
監

o
T
i
i
i
s

(
T
Z.i
c
h
o
c
監
o
T
i
t
i
s
)

i
Ta
･

g
ii
i
s

G
ud
e

ケ
ハ
ダ
ビ

ロ
ウ

ド

マ
イ

マ
イ

東
都

'
近
江
､
大
利
'
柵
脚

'
化
池
畔
に
分
布
す
る
が
非
常
に
鼓
産

奈
良
布
目
川
の
月

柑

で
締
稗
と
せ
ら
れ
て
i
=
る
'
特
に
軸
潤
む
場
肝
に
描
む
が
七
本
将

へ
登

る
小
田
の
傍
の
朽
木

の
下

で
こ
個
邦
雄
し
得
た
｡

1
三

､

G
a
JIe
S
e
l
l
a

j
a
p
o
n
i
c
a

(
P
f
e
if
fe
r
)

ニ
ッ
ポ

ン

マ
イ

マ
イ

倍

の
紐
附
近
で
1死
斑
を
得
た
ば
か
り
で
あ
る
'
木
枠

の
分
布
は
拡

散
地
方
以
北

の
本
州

で
あ
っ
て
伊
東
諏
操
'
佐
波
等
に
も
帝
す
る
O

LL
E
i､
E
tl
h
a
d
r
a

a
m

a
l
i
a
e

(
K
o
b
e
】t
)

ク

手
べ

二
マ

イ
マ
イ

1
..B
､
E
tih
a
d
r
a

h
e
r
k
l
o
t
s
i
c
o
m

m

tLn
is

P
i7.sb
r
y

ナ

ミ
マ

イ
マ

イ

右
肘

抑
は
はあ~
西
地
方

の
部
終
郡
に
蹄
す

る
叔
大
の
骨
油
蜘
牛

で
'
前

者
は
樹
上
性
､
役
務
は
地
上
性
の
多
少
追

っ
た
御
代
を
村
す
る
'
盈
等

は
耐
の
縦
横

で
な
け
れ
ば
稀
雄
は
寧
ろ
純
朴
で
あ
る
'
僅
か
に
数
個
を

符
た
｡

〓

ハ
､

曽

恥
視
野
届

琵
内
a

m

eso頃合
邑

a

a
w

a
j.帥
･

e
n
監

S

(
P
ilsb
ry
)

ア
八
草

ヒ
メ
マ
イ
マ
イ

樹
下

の
帯
の阿
､
械
称

呼
で

十
倍
個

搾
放

し
た
'
上

記
の
種
に
滋

も

近
似
す
る
が
朋
梗
概
nm
よ
り
は
大
形
で
あ
る
'
淡
路
'
阿
披
､
触
仰
等

に
分
布
す
る
や
う
で
あ
る
が
そ
の
構
城
は
未
だ
充
分
判
っ
て
居
な

い
｡

紀
伊
的
良
に
非
常
に
虹
似
す
る

1
割
が
席
す
る
が
用
練
に
仝
列
を
称
す

る
か
ら
本
誠
柵
と
は
別
だ
と
倍
ず
る
｡

1
三
三

五

7



鳩

攻

節
十
五
容

一
七

､
A

e

g
i
s
i
a
(
C
o

el
o
r
tl
S
)
Ca
V

i
c
o
l
1.i
s

(
P

i
ls
b
l
･y
)

ク
手
マ
ガ
リ
マ
イ
マ
イ

妊
詫
地

力

川

も

む

江'
･:llr.(柵
､
紀
仰
､
淡
総
称
に
分
祁
す
る
地
上
牡

の
小
的
牛

で
鮮
井
沢
九枚
皮
を
徴

つ
で
'
設

口
が
著
し
-
下
向

い
た
布
形

純

で
あ
る
｡

一
八

t

A

e
g
i
Sia

(
P

1
仲
C
f
0
首

O
p
i
s
)

V

邑

g
i
･

v

a
喝
a

(
S
chm
ack
e

r
&
B
a
t
t
g
er
)
オ
ホ
ケ

マ

イ

マ

イ

捌
如

､
田
切
､
申
凶
に
泌
-
介
布
す
る
北〓
池
桃
で
山
間
部
に
も
柑
紡

部
に
も
維
す
る
的

山
峡

い
低
咋
な
笠
形

の
蜘
牛

で
､
新
鮮
な
肇

に
は
鱗

拙
技
皮
と
川
紋
に
館
咋
舵

の
毛
批
附
協
絢
を
布
す
る
｡

l
九

t

M

i
c
r
o

cy
sf
蜘
n
a

v
a

ga
P
its
b
r
y

&

H
ira
se
,

パ

ガ
ヒ

メ
ペ

ッカ
フ

節

二
班

ニ
11
5

五
二

鵜
前
よ
り
紀
伊
'
阿
独
尊
に
亙
る
地
方

に
館
す
る
米
色
紙
1-J
頃

の
小

月

で
あ
る
却
ら
倒
れ
た
和
木

の
位

の
例
解

で
抑
鮎
し
柑
る
O

二

〇

､

S
i
t
巴

a

(
?
)
p
a
l
i
i
d
a
(
P
ils
b
r
y
)

ウ
ス
イ

ロ

シタ
ラ
ガ

ヒ

央
州

水
関
村
で
稀
雄
せ
ら
れ
た
以
外
米
だ
他
で
知
ら
れ
て
肘
な
い
等

ス
珍
秤
で
あ
る
'
淡
内
包

ペ
ッ
カ
フ
状

の
小
螺
で
七
本
移

(
登
る
小
径

附
近

の
経
木

の
紫
衣

で
十
佃
ば
か
り

採
兆
し
た
｡

以

上

は

採

集

し

た

各

部

で

あ
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す
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